


宣言

サンフランシスコ市と郡

サンフランシスコに戻った堀江健一氏には祝福の意を表します。

堀江謙一氏が 3 月最終週に私たちの偉大な都市を出発し、太平洋を単独で航海して日本に到達した最高

齢者になろうとしています。

1962 年、謙一氏はマーメイド号という小型船で日本からサンフランシスコまで無寄港の単独航海を行っ

た最初の人物として、歴史にその名を残しました。

一方、彼は、母国日本に知られることなく、いかなる許可も得ずに日本の領海を出ていました。

94 日後、彼はパスポートもお金も持たず、英語も満足に話せないままサンフランシスコに到着しました。

そして、彼は到着後すぐに逮捕されたものの、彼の到着のニュースはサンフランシスコの人々の心をと

らえました。サンフランシスコ市民の心と想像力を讃えて、当時の市長ジョージ・クリストファーは彼

にビザと都市への鍵を渡しました。

「マーメイド号」は日本に返送されましたが、その後サンフランシスコ海事国立史跡公園に寄贈され、

現在は海事博物館の建物に展示されており、訪問者にこの海事と航海の歴史を理解する機会を提供して

います。

1999 年、謙一氏は双胴船「MALT'S マーメイドⅡ号」に乗ってサンフランシスコから日本へ航海し、

もう一つの驚くべき旅を達成しました。

そして、2002 年、謙一氏は再び、ウイスキーの樽を再利用して作られた「MALT'S マーメイドⅢ号」

で日本からサンフランシスコへ航海しました。

謙一氏は、旅で使用した帆船 2 隻をサンフランシスコとのつながりを記念してサンフランシスコに寄贈

しました。サンフランシスコ海事国立史跡公園で公共教育に利用されています。

また、謙一氏は『Kodoku: Sailing Alone Across the Pacific』（孤独：太平洋単独横断航海）という本を

書きました。彼を太平洋単独横断航海に導いたセーリング芸術への魅力を文書化して説明し、彼の大胆

かつ慎重に作成された冒険の背景、構想、準備、実行のようすを読者に伝えています。

謙一氏は、小型船での印象的な航海でキャリアを積んできました。ソーラーパネルで電力を供給する船、

波浪推進船、ほぼ完全にリサイクル素材で作られた小型船で航海し、環境メッセージの先駆者となりま

した。



2022 年、彼は再び、その経験と知恵を活かして、今度はサンフランシスコから新西宮ヨットハーバー

までの歴史的航海を行います。彼は83歳、単独無寄港太平洋横断した世界最高齢の人物となるでしょう。

そして、サンフランシスコの人々は、謙一氏がまた無事に太平洋を横断するのを楽しみにしています。

したがって

堀江謙一氏のサンフランシスコへの帰還を記念し、また彼の海事史へのあらゆる貢献に感謝し、ここに

宣言します。

2022 年 3 月 23 日を

堀江謙一の日

サンフランシスコにて！

その証として、私はここに署名し、印を押印いたしました。

ロンドン N. ブリード市長
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